
 

地域・学校合同防災訓練  令和４年１１月４日 

 洪水時垂直避難の訓練をした後、体育館で 

防災教室を行いました。 高齢者等避難の指示や 

呼びかけに従おうとしない気楽じいさん（校長）の 

寸劇を通して、大切な地域・大好きな人を守り 

助けるために日頃から家族でどんな話をしておくことが 

必要か、いろいろな意見が出ました。 

 角山地区懇談会を兼ねての開催でしたが、 

地域全体で防災意識を共有できて非常に有意義な 

防災教室となりました。 

放送をよく聞いて、 

落ち着いて垂直避難の 

訓練をしました。 

訓練の後、TV放送で、校長先生の話を 

聞きました。 災害動画も見ました。 

体育館に移動して、連合町内会長さん、 

校長先生、PTA会長さんの３名による寸劇。 

子どもと地域の方が、避難を呼びかけても、 

がんこな気楽じいさんは、「家を守るんじゃ」 

などと言って動こうとしません。 

寸劇を見て、自分だったらどう声をかけるかなど、 

グループで話し合いました。 

自分だったらこう言うとか、家族の気持ちの大切さとか、 

様々な意見が子どもたちから出ました。 これには気楽じいさんも思わず降参・・・。 

最後に、消防団長さんや愛育委員さん、保護者の方、 

上道公民館長さんのお話も聞きました。 


